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まちのわだいTown Topics
このコーナーでは、あなたのまわりの身近な出来事や話題を待っています。
協働のまちづくり課までご連絡ください。　☎938-0173info
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11
月
27
日
（
木
）、
小
川
洋
福
岡
県
知
事

が「
子
ど
も
・
子
育
て
・
青
少
年
育
成
」を
テ
ー

マ
に
、
粕
屋
町
・
志
免
町
・
宇
美
町
を
訪
れ
、

そ
れ
ら
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち

と
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
志
免
町
、
宇
美
町
を
視
察
後
、
駕
輿
丁
区

公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
粕
屋
町
の
子
育
て

サ
ロ
ン
「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
視
察
。
仲
原

小
学
校
お
は
な
し
会
「
か
ば
ー
る
・
ほ
！
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
段
ボ
ー
ル
人
形
劇
「
ぞ
う

く
ん
の
さ
ん
ぽ
」
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

見
学
さ
れ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
う
み
や
ま

合
戦
」
で
は
サ
メ
役
と
し
て
劇
中
に
登
場
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
た
ち
と
も
交
流
さ
れ
、
自
ら
の
子

育
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
3
町
6

団
体
の
代
表
者
と
「
子
ど
も
・
子
育
て
・
青

少
年
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
懇
談
。
粕
屋
町
か

ら
は
、「
布
で
遊
ぶ
お
ひ
さ
ま
の
会
」
の
田

代
雅
子
さ
ん
と
、
乙
仲
原
西
区
老
人
ク
ラ
ブ

で
「
う
て
お
う
て
塾
」
を
開
催
さ
れ
て
い
る

竹
田
勝
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
の
ふ
る
さ
と
訪
問

11月
27日

県
と
一
緒
に
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り

　
各
団
体
の
活
動
に
対
す
る
思
い
や
課
題
な

ど
を
聞
か
れ
た
小
川
知
事
は
、「
こ
れ
か
ら

は
、
多
様
な
主
体
が
役
割
分
担
し
な
が
ら
自

助
・
共
助
・
公
助
の
組
み
合
わ
せ
を
上
手
に

作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
県
も
福
岡

の
未
来
の
た
め
に
子
育
て
支
援
に
し
っ
か
り

取
り
組
み
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

懇談に参加された竹田さん（左）
と田代さん（右）

福岡県のマスコットキャラクタ
ー「エコトン」も一緒に記念撮影

知事との懇談では、各団体の日
頃の活発な活動の様子が紹介
されました

懇談の後は、おひさまの会の「一
針体験」に参加されました

つどいの広場の子どもたちと人
形劇を見学

まちのわだいTown Topics
このコーナーでは、あなたのまわりの身近な出来事や話題を待っています。
協働のまちづくり課までご連絡ください。　☎938-0173info
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12月
6日

　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
で
「
か
す
や
未
来
カ

フ
ェ 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
４
回
の
未
来
カ

フ
ェ
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
花
井
裕
一
郎
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ブ
セ
リ
ズ
ム 

理
事
）、
石

橋
裕
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
賀
県
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
連
絡
会 

理
事
長
）、
ト
コ
氏
（
コ

ラ
ム
ニ
ス
ト
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ト
ー
ク

ラ
イ
ブ
と
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
の
２
部
構
成
で

行
い
ま
し
た
。
　

　
因
町
長
も
参
加
し
た
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で

は
、
山
口
覚
氏
（
津
屋
崎
ブ
ラ
ン
チ 
代
表
）

の
進
行
で
、
ゲ
ス
ト
の
豊
富
な
経
験
や
多
角

的
な
視
点
を
交
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
第
2
部
は
、田
坂
逸
朗
氏（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
）
の
進
行
で
、
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
の
ゲ
ス

ト
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
総
勢
1
0
2
名
で

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で

の
感
想
を
も
と
に
、
世
代
を
超
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
達
と
語
り
合
う
中
で
、
ま
ち
の
未
来

を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

か
す
や
未
来
カ
フ
ェ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
こ
れ
ま
で
の
未
来
カ
フ
ェ
開
催
を
通
し

て
、
住
民
相
互
の
「
語
り
合
い
」
や
「
住
民

と
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
」
は
、

非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、
参
加
者
皆

さ
ん
の
熱
い
気
持
ち
は
、
一
緒
に
参
加
し
た

因
町
長
と
箱
田
副
町
長
に
も
直
に
伝
わ
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
多
く
の
意
見
は
、

策
定
中
の
第
5
次
総
合
計
画
だ
け
で
な
く
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
参
考
と
な
る
も
の

で
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　粕
屋
町
で
は
国
が
定
め
た
「
人
権
週
間
」「
障

害
者
週
間
」
の
期
間
に
当
た
る
12
月
7
日
（
日
）

に
、
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
に
お
い
て
、「
粕
屋

町
人
権
を
尊
重
す
る
町
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
つ
ど
い
の
前
半
で
は
、
人
権
優
秀

作
品
並
び
に
、
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀
作
品
と
し

て
入
賞
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
町
長
・
町
Ｐ
連

会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
作
文
の
部
で
入
賞
し
た
児
童
・
生
徒

の
代
表
に
よ
る
、
優
秀
作
文
の
朗
読
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　後
半
は
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
に
よ
る
「
き
ら
め
き

コ
ン
サ
ー
ト
」を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

知
的
障
が
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
た

Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
の
輝
き

と
、
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
心
に
響

く
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　2
階
ロ
ビ
ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
の
優
秀

作
品
や
「
人
権
の

花
パ
ネ
ル
」
の
展

示
及
び
、
障
が
い

者
団
体
に
よ
る
バ

ザ
ー
や
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
も
開
催

さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
来
場
者
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

人
権
を
尊
重
す
る

町
民
の
つ
ど
い

12月
7日

102名の参加
者全員による
ワールドカフェ
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　粕屋町では、平成28年度からのまちづくりの長期的な指針となる「第５次粕屋町総合計画」の策定に取り組んでおり、粕
屋町住民意識調査「粕屋町住マイル調査」を実施いたしました。結果については総合計画策定における参考資料とさせていた
だきます。アンケートにご協力いただいたみなさま、ありがとうございました。

　粕屋町への愛着についてみると、「強く感じている」と「感じている」をあわせた、『愛着を感じている』が62.2％と
なっており、粕屋町に愛着を持っている人が多いことがうかがえます。

　粕屋町が住みやすいと思うかについてみると、「とても住みやすい」と「住みやすい」をあわせた、『住みやすい』が
84.6％となっており、粕屋町が住みやすいと思っている人がかなり多いことがうかがえます。

＜複数回答＞の設問の場合、回答は選択肢ご
との有効回答数に対するそれぞれの割合を
示しています。そのため、合計が100％を
超える場合があります。

粕屋町の住みやすさについて

Q. 粕屋町が住みやすい（住みにくい）と回答した理由

Q. 粕屋町は、住みやすいと思いますか。

粕屋町住民意識調査結果
ス 粕屋町
住マイル調査

第5次総合計画

粕屋町をもっと住みよい笑顔のまちへ！

　「住みやすい・住みにくい」の理由として、ともに「交通や買い物の利便性」が大きな要因となっています。地区別や
年齢別でクロス集計し、今後さらに分析していく必要があります。

【住みやすい理由】 【住みにくい理由】

Q. 粕屋町にどのくらい愛着を感じますか。

8広報かすや
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粕屋町の誇りやイメージについて 今後のまちづくりの重点課題について

Q. 粕屋町の誇りはどのようなことですか。 Q. 今後、粕屋町がめざすべき将来像としてどのような
「言葉（キーワード）」がふさわしいと思いますか。

　粕屋町の誇りについてみると、「交通の利便性が良いこと」
が62.4％と最も高く、次いで、「買い物に便利であること」、
「広大な公園などの憩いの場所があること」となっています。

隣近所との付き合いの程度についてみると、「どちらかといえば付き合いがある」が42.0％と最も高くなっています。

　粕屋町で暮らしてどの程度幸せかについてみると、「７点」が22.4％と最も高く、次いで、「５点」が20.5％、「８点」
が18.6％となっており、全体的に幸せと感じている人が多い状況となっています。

　今後めざすべき将来像についてみると、「安全安心」が
33.0％と最も高く、次いで、「快適さ」、「笑顔」となって
います。　

協働のまちづくりについて

幸福度について

Q. 隣近所とはどの程度お付き合いをされていますか。

Q. 粕屋町で暮らしてどの程度幸せですか。
「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を0点として何点くらいになると思いますか。

詳しい結果は粕屋町ホームページ　トップページ＞行政ガイド＞情報公開＞計画・取組＞かすや未来づくりプロジェクト
http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/gyosei/johokokai/keikaku/miraidukuripurojekuto/index.html

問合せ　粕屋町経営政策課　☎938-0175

安全安心
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役場からのお知らせnfo ion

町県民税の申告受付、所得税及び復興特
別所得税の確定申告の納税相談 ･ 日程等
に関することは、広報かすや（臨時号）
2015ー税務課特集ーでご確認ください。

問合せ　粕屋町税務課
☎938-0237

衆議院議員総選挙の結果をお知らせします
衆議院小選挙区選出議員選挙の投票者数と投票率（粕屋町分）

投 票 区 当日有権者数 投 票 者 数 投 票 率

第１投票区
（大川小学校） 7,680 3,538 46.07%

第２投票区
（仲原小学校） 4,888 2,233 45.68%

第３投票区
（粕屋町役場） 3,716 1,920 51.67%

第４投票区
（粕屋中央小学校） 5,239 2,540 48.48%

第５投票区
（中央保育所） 4,015 1,966 48.97%

第６投票区
（粕屋西小学校） 8,816 3,646 41.36%

在外 14 2 14.29%

計
34,368 15,845 46.10%
(33,448) (17,789) (53.18%)

※（  ）内は前回同選挙の結果

衆議院小選挙区選出議員選挙開票結果（粕屋町分） 衆議院比例代表選出議員選挙開票結果（粕屋町分）

候補者氏名 候補者届出政党 得 票 数

かわの　正美 維 新 の 党 4,747

宮内　ひでき 自由民主党 8,464

しんどめ　清隆 日本共産党 1,988

投票総数　　　15,845　　（有効投票数　  15,199）
　　　　　　　　　　　　　（無効投票数　　    646）

名簿届出政党等の名称 得 票 数

日本共産党 1,556

次世代の党 325

幸福実現党 82

生 活 の 党 202

公 明 党 3,371

維 新 の 党 2,839

自由民主党 5,085

社会民主党 320

民 主 党 1,692

投票総数　　　15,844　　（有効投票数　  15,472）
　　　　　　　　　　　　　（無効投票数　　    372）

～児童手当受給者の皆さんへ～
　今月は、児童手当の2月期（10月 ･11月 ･12月
･1月分）支払月です。支払日は 2月10日（火）で、
受給者への支払いは個人口座振り込みで行います。

● 問合せ　粕屋町総合窓口課
　　　　　　総合窓口係 児童手当担当
　 ☎ 938-2311（内線419）

　平成26年 12月14日（日）に行
われた衆議院議員総選挙及び最
高裁判所裁判官国民審査のうち、
衆議院議員総選挙の結果（粕屋町
分）をお知らせします。
　今回の選挙は、全国的に投票
率が低下していますが、当町に
おいても投票率は前回の 53．
18％から46．10％となっていま
す。
　選挙は、私たち、一人ひとり
が政治にかかわることのできる
大切な機会です。みなさんぜひ
投票に行きましょう。

問合せ　粕屋町総務課　☎938-0162

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
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　2月 21日（土）から住居表示が実施され、図で示す区域の住所の表し方が ｢長者原東一丁目～七丁目｣ へ変
更になります。また、｢長者原東｣ の郵便番号は ｢811-2317｣ となりましたのであわせてお知らせいたします。
　住居表示の実施によりご自身で住所等の変更が必要な場合がありますので、皆さまにはお手数をおかけします
がご協力をお願いします。

　粕屋町を巡回しているふ
れあいバスの車両が 12 月
より変わっています。バス
をご利用の際はご注意くだ
さい。なお、コース及び時
刻表に変更はありません。

❶自動的に変更になるもの（主な例）
　● 住民票、戸籍、印鑑登録の住所等役場備え付
けの公簿類

　● 土地 ･建物の不動産登記記録の表題部の所在
地の表示

❷ご自身でお手続きが必要なもの（主な例）
　● 運転免許証、自動車 ･バイクの検査証の住所
の変更

　●不動産登記記録の所有名義人の住所欄の変更
　● 商業･法人登記の所在地や代表役員などの住所

欄の変更等

※ 上記はあくまでも一例です。皆さまのご事情に合
わせてお手続きが必要になるものがあります。詳
しい手続きの方法については、｢住居表示板｣ 設置
時にお配りするパンフレットをご確認ください。

※ 商業･法人登記につきましてご不明な点がありま
したら、下記問合せ先の福岡法務局法人登記部
門までお問い合わせください。

　各種住所変更手続きの際に必要となる｢住居表示変
更証明書｣を 2月23日（月）から、無料で交付いたし
ます。交付をご希望の方は、以下のものをお持ちのうえ、役場総合窓口課までお申し出ください。
　●印鑑　　●本人確認ができる公的身分証　　●委任状（同一世帯の方以外が申請を行う場合）

※ 住居表示の実施に伴い、2月21日（土）～22日（日）は、粕屋町･志免町･宇美町に設置している証明書自動
交付機は使用できません。

問合せ　計画 ･実施に関すること ･･････ 粕屋町都市計画課都市計画係（☎938-0208）
　　　　証明書発行に関すること ･･････ 粕屋町総合窓口課総合窓口係（☎938-0215）
　　　　商業 ･法人登記に関すること ･･ 福岡法務局法人登記部門　　　（☎721-9306）

問合せ　粕屋町介護福祉課　☎938-0229

住居表示実施に伴う住所等変更の手続きのお願いについて

ふれあいバスの
車両が

変わりました
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役場からのお知らせnfo ion

　福岡県後期高齢者医療制度の被保険者を対象に生活習慣病の予防及び早期発見・早期治療を目的に健康診査を実施しています。
　平成26年度の受診期限は平成27年３月31日です。まだ受診していない方は、実施医療機関等でお早めにご予約
の上、受診してください。実施医療機関については、受診票と一緒に一覧表をお送りしています。
　受診のときは、「被保険者証（保険証）」と広域連合が郵送した「受診票」、自己負担金 500円が必要です。受診票が
見あたらない場合は再発行をいたしますので、お問い合わせください。
※生活習慣病（糖尿病や高血圧症など）で治療中の方は受診の対象となりません。

　高額療養費制度とは、1か月に支払った医療費の一部負担金額が自己負担限度額を超えた場合に、その超えた
金額を支給する制度です。制度改正に伴い、70歳未満の方の自己負担限度額が下表のとおり変更となります。
なお、70歳以上の方の自己負担限度額に変更はありません。

問合問合せ　福岡福岡県後県後期高期高齢者齢者医療医 広域域連合連合お問問い合合わせセンター　☎651-3111問合問合せ　福岡福岡県後県後期高期高齢者齢者医療医 広域域連合連合お問問い合合わせセンター問合問合せ　福岡福岡県後県後期高期高齢者齢者医療医 広域域連合連合お問問い合合わせセンター ☎☎651-3111651-3111

問合せ　粕屋町総合窓口課 国保年金係　☎938-2311（内線 442・447）問合せ　粕屋町総合窓口課 国保年金係問合せ　粕屋町総合窓口課 国保年金係 ☎☎938-2311（内線 442・447）938-2311（内線 442・447）

平成 26年 12月診療分まで　　　　　　　　　　　　　　  平成 27年 1月診療分から

区 分 所得要件 自己負担限度額 区 分 所得要件 自己負担限度額

上位所得者
（Ａ）

所得（※1）が
600万円超

150,000＋
（総医療費－500,000）
× 1％ 円
≪多数該当（※2）：83,400円≫

ア
所得が

901万円超

252,600＋
（総医療費－842,000）
×1％ 円
≪多数該当：140,100円≫

イ
所得が

600万円超
901万円以下

167,400＋
（総医療費－558,000）
× 1％ 円
≪多数該当：93,000円≫

一般
（Ｂ）

所得が
600万円
以下

80,100＋
（総医療費－267,000）
× 1％ 円
≪多数該当：44,400円≫

ウ
所得が

210万円超
600万円以下

80,100＋
（総医療費－267,000）
× 1％ 円
≪多数該当：44,400円≫

エ
所得が
210万円
以下

57,600円
≪多数該当：44,400円≫

低所得者
（Ｃ）

住民税
非課税

35,400円
≪多数該当：24,600円≫

オ
住民税
非課税

35,400円
≪多数該当：24,600円≫

※ 1　所得とは、合計所得金額から基礎控除の33万円と純損失の繰越額を控除した金額です。
※2　過去12か月以内で、一つの世帯で支給が4回以上あった場合の4回目以降の自己負担限度額です。

　あらかじめ国保の窓口で「限度額適用認定証」の申請をして医療機関に提示することにより、窓口での自己負
担が限度額までとなります。詳しくは国保年金係へお尋ねください。

平成27年 1月から70歳未満の方の
高額療養費制度が変わりました

粕屋町の
国民健康保険に
加入している
皆さまへ

年に一度は健康診査を受けましょう
福岡県後期高齢者 
医療制度に加入している

皆さまへ
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☎939-2984（ ）問合せ　粕屋町社会教育課（歴史資料館）問合せ　粕屋町社会教育課（歴史資料館） ☎☎939-2984939-2984

●ホームステイ期間
　７月14日～７月22日（予定）
●募集期間
　第１次締切　　２月１８日（水）
　第２次締切　　３月　３日（火）
●募集家庭
　10家庭　 こども大使　８人（男子４人、女子４人）
　　　　　　引率者　　　２人
●応募要件
　こども大使受入希望の場合は、寝食を共にできるお子さんがいる家庭

　　※詳細は、粕屋町ホームページの「粕屋町からのお知らせ」、若しくはアジア
　　　太平洋こども会議ホームページをご覧ください。

　今年の夏もアジア太平洋の国と地域から11歳のこどもたちが“こども大使”として福岡にやってきます。
　この事業はおよそ40の国や地域からたくさんのこども達が集まり、キャンプやホームステイを行うことで「人・文化の
多様性を学び、心のつながりを深めること」を目的としています。
　粕屋町では10家庭のホストファミリーを募集し、ホストファミリー決定後は７月のホームステイ受け入れに向けて粕屋
町のホストファミリー同士が集まって勉強会や情報交換を行い、受け入れの準備をします。
　約1週間のホームステイの受け入れになりますが、文化の違う“こども大使”と過ごす日々はきっと貴重な経験となり
ますので是非チャレンジしてみてください。

●　開　催　日　２月 28日（土）
●　内容と時間
☆　こどもの部（小学生まで）
　　紙を使った「ひな人形」づくりです。
　　午前 10時 30分から正午まで
　　【お持ちいただくもの】　のり・はさみ・色えんぴつ
☆　一般の部（中学生以上）
　　布を使った「ひな人形」づくりです。
　　午後 1時 30分から午後 3時 30分まで
　　【お持ちいただくもの】　裁縫道具一式
●　開催場所　粕屋フォーラム２階　視聴覚室
●　募集定員
☆　こどもの部　40名
　　参加費は無料です。
　　 （なお、付き添いが必要なお子様につきましては、

保護者の方と一緒にご参加ください。）
☆　一般の部　40名
　　材料費として 500円程度を予定しています。
●　募集期間
　　２月３日（火）から。
　　（いずれも先着順とさせていただきます。）
●　申込み先
　　【平日】粕屋フォーラム２階　歴史資料館事務室
　　☎９３９－２９８４
　　【土・日・祝日】粕屋町立図書館
　　☎９３９－４６４６　
　　直接の来館、または電話にてお申し込みください。
※　 受付期間中の毎週月曜日と、２月 16日（月）から

26日（木）までは蔵書点検期間中のため、電話で
の申込みのみ受け付けます。

　　 ただし、２月 21日（土）、22日（日）は休館日で
すので一切の受付ができません。

　平安時代に起源を持ち、江戸時代に一般定着したひなまつり。紙や布を使い、子ど
もから大人まで楽しめる「ひな人形づくり教室」を開催いたしますので、多数のご参
加をお待ちしております。

ホームステイ受け入れ家庭（ホストファミリー）募集
～第27回アジア太平洋こども会議・イン福岡～

★

★
★

子４人 女子４人）

春季企画
「ひな人形づくり教室」開催

「ひな人形づくり教室」参加者募集

問合せ　粕屋町社会教育課　☎938-1410

こどもの部一般の部

はアジジアア
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役場からのお知らせnfo ion

【問合せ】　粕屋町健康づくり課　☎938-0258

２月24日（火）　午後７時～午後８時30分

粕屋町健康センター

３月から禁煙を実行できる20歳以上の方

呼気中一酸化炭素濃度の測定、禁煙に関する講
話など
禁煙教室終了後、保健師が約３か月間メールな
どで支援します。

15名（定員となり次第締切）

無料

予約制です。電話又は直接粕屋町
健康づくり課までお申し込みください。
（申込期限：２月23日（月））

 日　　時 

 場　　所 

 対 象 者 

 内　　容 

 募集定員 

 料　　金 

 申 込 み 

　たばこの煙には、4,000種類以上の化学物質
が含まれ、その中には 60数種類の発がん物質な
ど、多くの有害物質が含まれています。そのため、
たばこは多くのがんやCOPD（慢性閉塞性肺疾患）
などの発症にかかわっていることが明らかになっ
ています。健康のためには禁煙が必要です。
　禁煙のきっかけがほしい方、近々禁煙しようと
決意されている方、今まで禁煙に挑戦して断念し
た方など、禁煙に興味のある方はぜひこの教室に
参加してみませんか。多くのご参加をお待ちして
います。

　粕屋町では、町のあらゆる計画の中で最上位の位置づけとなり、長期的かつ総合的な行政運営の指針で
ある「第５次粕屋町総合計画」の策定を進めておりますが、各施策において、町民の皆さまのご意見を広
く反映させるために、ワークショップメンバーを募集します。

●募集人員　　各部会（地域づくり・教育グループ、インフラ環境・産業グループ、健康・福祉・子育てグループ）
　　　　　　　それぞれ２名程度

●応募資格　　粕屋町に在住、又は在勤している20歳以上で、まちづくりに関心がある方
●活動内容　　 町民とともに施策の方向性等を検討し、基本計画の素案を策定するため、町民と町職員が

ともにまちづくりを進める仕組みについて、意見交換を行います。
　　　　　　　４回程度の開催（土・日の昼間）を予定しています。

●期　　間　　平成27年度（４月から９月までの間）
●応募方法　　次の書類を窓口、郵送、ファックス、又は Eメールで提出してください。
　　　　　　　①応募申込書
　　　　　　　②応募の動機やまちづくりへの意見について書いていただいたもの（様式自由）

　　　　　　　※応募申込書は粕屋町役場経営政策課で配布するほか、粕屋町ホームページからダウンロード
　　　　　　　　できます。

●応募期限　　２月27日（金）必着
●選　　考　　 応募者多数の場合は、応募書類の審査を行い、性別年齢構成等に偏りのないように選考さ

せていただきます。決定後、速やかに応募者全員に書面にて結果を通知します。
　　　　　　　選考された方は、ワークショップメンバーとして氏
　　　　　　　名が公表されますので、あらかじめご了承ください。

●申込み・問合せ
　〒811-2392　粕屋町駕与丁一丁目1番 1号
　粕屋町役場　経営政策課　総合政策係
　☎938-0175／ FAX 938-3150
　E-mail keiei@town.kasuya.fukuoka.jp

粕屋町総合計画ワークショップメンバーを募集します

さい。
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平成26年度
食
生
活

改
善
推
進
員
の

活
動
紹
介

　まだまだ寒い日が続いていますね。寒いからと部屋にこもりがちに
なっていませんか。
　さあ、みなさんも一緒に身体を動かしましょう。
　スマイルウォーキング会は、粕屋町のウォーキンググループです。
現在、会員さんは約20名で、月に２回、１時間30分程度のウォーキン
グをしています。町民の方であればどなたでも参加できます。一緒に
歩く仲間がいることでウォーキングも長続きしますよ。

ウォーキング日
日程：２月は２日（月）、20日（金）★
★ 20日は講師を招いての運動教室です

■朝９時30分までに
　健康センターに集合してください。
　(雨天・天候不良の場合は中止 )
■健康相談と同日の場合、血圧測定もできます。

【問合せ】粕屋町健康づくり課　☎938-0258

　食生活改善推進教室は、「食生活改善推進員（粕屋町食
進会）」養成のための教室です。「食生活改善推進員」は、“食
を通じたボランティア”として、現在約50人のメンバー
で和気あいあいと楽しく活動しています。
　教室では、食生活のバランスや栄養素といった基本的な 
ことから、生活習慣病の予防まで学んでいきます。食事や 
栄養について正しく学び、そこで得た知識をご自分の家庭や 
地域でのボランティア活動に生かしませんか。

平成27年度　食生活改善推進教室のご案内

日 時　毎月第３木曜日（年10回）午前10時から３時間程度
　　　　  ※初回：４月23日（木）（４月のみ第４木曜日）
　　　　  ※お申し込みをされた方には、詳しい日程を後日お知らせいたします。
内 容　講義、調理実習
対 象 者　粕屋町にお住まいで１年間受講された後、
　　　　  食生活改善推進員として活動していただける方
　　　　  （男性も大歓迎です。）
場 所　粕屋町健康センター 
受 講 料　無料
募集定員　10名（定員となり次第締切）
申 込 み　粕屋町健康づくり課（☎938－0258）までお電話ください。
申込期限　３月20日（金）

【問合せ】　粕屋町健康づくり課　☎ 938-0258

ングも長続きしますよ。

スマイル
ウォーキング会の
みなさん

健診時に減塩味噌汁を配布し、
減塩の普及・啓発活動を実施。

野菜嫌いをなくすための紙芝居
を実施。

減塩
味噌汁

おやこ
料理教室

妊婦
料理教室

 ある日の献立 

・鶏肉の胡麻衣焼き
・れんこんのカレーきんぴら
・けんちん汁

福岡県産の水産物を使
用した料理教室を開催。

平成27年度
食生活改善
推進教室
受講生募集
～食に関する“生きた知恵”を
ボランティアに生かしませんか？～

スマイル
ウォーキング会

参加者
募集中
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役場からのお知らせnfo ion
　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
に
て
決
定
し
、
申
込
者
に

は
後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

●
日
　
時
　
２
月
18
日（
水
）

　（
次
の
時
間
帯
の
う
ち
１
回
。
30
分
以
内
）

　
　
　
Ａ
　
午
後
１
時
〜

　
　
　
Ｂ
　
午
後
１
時
45
分
〜

　
　
　
Ｃ
　
午
後
２
時
30
分
〜

●
場
　
所
　
粕
屋
町
役
場

● 

対
　
象
　
粕
屋
町
内
在
住
又
は
在
勤
の

個
人
又
は
団
体
（
１
日
３
名（
組
）ま
で
）

● 

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
又
は
ふ
く
お
か
電

子
申
請
で
２
月
12
日（
木
）
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

《
ハ
ガ
キ
》
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
参
加
人
数
・
希
望
時
間
帯
を
明
記

の
う
え
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

《
ふ
く
お
か
電
子
申
請
》
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
、「
粕
屋
町
ふ
く
お
か
電
子
申
請
」を
検

索
し
、「
町
長
と
語
ろ
う
」の
画
面
に
従
っ

て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先

　 

〒
８
１
１-

２
３
９
２

　
粕
屋
町
駕
与

丁
一
丁
目
１
番
１
号

　
粕
屋
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

　
粕
屋
町
で
は
、
平
成
26
年
11
月
１
日
よ
り

「
徘
徊
高
齢
者
捜
し
て
メ
ー
ル
」の
配
信
を
始

め
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
が
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
周
り
の
方
々
の

「
見
守
り
の
目
」を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、「
徘
徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
、
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

● 
日

　
時

　
２
月
27
日（
金
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

● 

場
　
所
　
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
１
階

多
目
的
室（
役
場
裏
）

● 

定
　
員
　
30
名
程
度

● 

内
　
容

　
① 

講
話:

「
徘
徊
高
齢
者
の
現
状
に
つ
い

て
」（
粕
屋
警
察
署
生
活
安
全
課
）

　
② 

「
徘
徊
高
齢
者
捜
し
て
メ
ー
ル
」
に
つ

い
て
の
説
明（
粕
屋
町
介
護
福
祉
課
）

● 

申
込
先
　
粕
屋
町
介
護
福
祉
課
高
齢
者

支
援
係

　
☎（
９
３
８
）０
２
２
９

　（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

※ 

説
明
会
終
了
後
に
、「
徘
徊
高
齢
者
捜
し

て
メ
ー
ル
」の
協
力
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
実
際
に
協
力

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
携
帯
電
話
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
度
の
体
育
施
設
使
用
団
体
登

録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
粕
屋
町
の
体
育
施
設（
か
す
や
ド
ー
ム
・

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
除

く
）を
使
用
す
る
場
合
は
団
体
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
使
用
を
希
望
さ
れ
る

団
体
は
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
登
録
で
き
る
団
体

　
・ 

粕
屋
町
の
住
民
で
組
織
さ
れ
て
い
る

　
　 

ス
ポ
ー
ツ
団
体（
８
割
以
上
が
粕
屋
町

の
住
民
で
あ
る
こ
と
）

　
・ 

粕
屋
町
内
の
事
業
所
の
従
業
員
で 

 

組
織
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体（
事 

 

業
所
の
代
表
者
で
申
請
す
る
こ
と
）

　
※ 

い
ず
れ
も
非
営
利
目
的
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体
で
あ
る
こ
と
。

● 

申
請
書

　
・
粕
屋
町
役
場
社
会
教
育
課
で
配
布

　
・ 

粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

● 

申
請
方
法

　
・
粕
屋
町
役
場
社
会
教
育
課
に
直
接
提
出

　
・ 

ふ
く
お
か
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
（
継
続
団
体
の
み
可
）

　
詳
細
は
粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
粕
屋

　
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
参
照
。

●
申
請
書
提
出
期
限

　
２
月
20
日（
金
）

　
※ 

登
録
団
体
を
対
象
に
施
設
使
用
説
明

会
を
３
月
10
日（
火
）に
行
い
ま
す
。

登
録
団
体
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
は
、「
粕
屋
町

を
応
援
し
た
い
」と
い
う
み
な
さ
ん
の
想
い

を
寄
附
金
と
い
う
形
に
す
る
も
の
で
、
寄

附
さ
れ
た
方
は
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、１
万
円
以
上
の
寄
附
を
さ

れ
た
方
に
は
、
粕
屋
町
の
特
産
品
を
贈
呈

い
た
し
ま
す
。

　
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能

で
す
。

「
徘
徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」住
民
向
け
説
明
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

【
問
合
せ
】  

粕
屋
町
介
護
福
祉
課 

高
齢
者
支
援
係

☎
（
９
３
８
）
０
２
２
９

平
成
27
年
度

粕
屋
町
体
育
施
設
使
用
団
体
の

登
録
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】  

粕
屋
町
社
会
教
育
課

☎
（
９
３
８
）
１
４
１
０

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

【
問
合
せ
】  

粕
屋
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎
（
９
３
８
）
０
１
７
３

町
長
と
語
ろ
う

町
長
と
明
日
の
粕
屋
町
を
語
り
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】  

粕
屋
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎
（
９
３
８
）
０
１
７
３

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
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図書館だより

『カサブランカ』
1943 年／アメリカ／モノクロ／字幕／ 103分

監　督：マイケル・カーチス
出　演：ハンフリー・ボガート
　　　　イングリッド・バーグマン　ほか
“「君の瞳に乾杯」をはじめ、
  数々の名セリフと名場面でファンを
  魅了する永遠のラブ・ストーリー”

　●日時　２月７日（土） 午後2時～
　●場所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室
　●定員　50名
　※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。

２月は特別整理期間（蔵書点検）の月です
２月16日（月）から26日（木）まで閉館いたします

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

☆ 休館日 ☆ ☆

8 9 10 11 12 13 14
休館日 振替休館日 ☆ ☆

15 16 17 18 19 20 21

☆ 休館日 蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検

22 23 24 25 26 27 28
蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検 館内整理日 ☆ ☆

　　　　 は休館日です。☆印はおはなし会の日です。
　  印は上映会の日です。

問合せ
粕屋町立図書館
☎ 939-4646

ホームページアドレス　http://libkasuya.jp/
携帯版HPアドレス　 https://ilisod001.apsel.jp/ 

kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

２月８日(日)　14：00～15：30

『また、あなたと音楽のはなしをしましょう』
講師　七呂　隆志氏
場所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室
定員　50名

※申込不要・入場無料です。お気軽にご参加ください。

特別整理期間とは？
　図書館では年に一度、約10日間閉館して図書館のすべて
の資料を点検する作業を全職員で行っています。
　期間中は、資料の貸出し、閲覧、所蔵調査、本の予約な
どはできません。
　なお、本や雑誌の返却はブックポストをご利用ください。
AV資料（DVD・ビデオ・CD・カセットテープ）は、破損
する恐れがありますので、27日（金）以降、返却カウンター
までお持ちください。

こんな方法で行います
①書架や館内の清掃・点検
②館内のすべての資料をスキャナで読み取る
　貸出しの手続きがされていない資料は、すべて館内にあ
るはずなので、データと実際に館内にある資料を照合して
いきます。この作業を行うことで、行方不明の資料がないか、

チェックできます。
③行方不明の資料をリストアップする
　後日、館内をくまなく探しても見つからない資料につい
て、図書館を利用されている皆さまに掲示してお知らせし
ます。もし、貸出し手続きを忘れて持ち帰られた資料があ
りましたら、図書館までご返却をお願いします。
④書架の整理・移動、資料の修理
　すべての資料をあるべき場所に配置するため、細心の注
意を払って行います。また、破損している資料は修理して
本棚に戻します。
⑤休館中、ブックポストに返却された資料の返却処理など

開 館 時 間
10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）

図書館をご利用の皆さまには、
大変ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いいたします。

今月のおはなし会

☆あかちゃん向けおはなし会
　（第１金曜日）
　２月６日　午前11時～ ／ 11時30分～
☆ちいさい子向けおはなし会
　（第２・４金曜日）
　２月13日・27日　午前11時～ ／ 11時30分～
☆おおきい子向けおはなし会
　（第１・２・４土曜日）
　２月７日・14日・28日　午前11時～
☆小学生向けおはなし会
　（第１・３日曜日）
　２月１日・15日　午後3時～

場　所　粕屋町立図書館１階
　　　　おはなしの部屋
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かすやドーム
このページについては、かすやドーム ☎939- 130  へお問い合わせください。info

★営業時間
体育館 プール

火～金曜 10:00 ～ 22:00 10:00 ～ 21:30
土日祝 9:00～ 21:00 10:00 ～ 19:30

＊平日の月曜日は休館日となります。
＊施設予約の受付は閉館の30分前まで。

・体育館（当日２時間）及び、武道場
 トレーニング室、スタジオ　 [300円　一般] 

[150円　高校生・65歳～]
・プールアリーナ　 [400円　一般] 

[300円　高校生] 
[200円　小・中学生･65歳～] 
[100円　幼児]

※幼児は２歳以上でおむつが完全にとれていないとプールの利
用はできません。
※プールをご利用の際は必ず水泳キャップを着用ください。

★施設利用料（２時間）

＊教室チラシ等、詳細はホームページでも確認できます。

検 索かすやドームスポーツセンター

★トレーニング室初回講習会（毎日４回開催）

平日 11:00 13:00 15:00 20:00
土日祝 11:00 13:00 15:00 17:00

※初めてトレーニング室をご利用の方は、初回講習会の受講が必要です。
※ 室内用シューズと運動ができる服装が必要です。 
ジーンズや綿パンでは受講できません。

平成27年４月１日より粕屋町外の方の施設利用料が変更にな
ります。粕屋町にお住まいの方の利用料金は変わりません。

【おしらせ】

かすやドームで『ウォーキング』 ★みんなでピンポン
　 毎週水・金曜日　14：00～15：15 
対象：一般　　　  　300円 
　　　65歳以上　 　150円 
※ 初回は保険料別途200円必要です。（年度更新） 
施設利用料のみで気軽に参加できる卓球広場です。経験の
有無を気にせず楽しく「ピンポン」しませんか。

★アリーナでスポーツをしませんか
　 アリーナでは、バスケット、バレー、フットサルやソフトバ
レー、バトミントン、卓球などのスポーツができます。家族
や友達と一緒に楽しく体を動かしませんか。（２時間以上の
貸出となります） 
※予約状況によりご利用できない場合があります。

【内モモのトレーニング】
　 太モモを引き締めたい方にオススメのト
レーニングです。『マルチヒップ』は、内モ
モやお尻などの股関節周りを鍛えることが
できるマシンです。 
まずは10回×３セットから始めてみましょう★

ボールを使用して内モモを鍛えることができ
ます。仰向けの状態で行う為、どなたでも簡
単に行えます。太モモの間にボールを挟んで、
内モモの力でボールを潰していきましょう。

【内モモのストレッチ】
トレーニングを行った後にはストレッチで筋肉をほぐしましょう。また、
ストレッチを行うだけでも、血行が良くなり、むくみ解消などに効果的です。

※ ストレッチを行う際は、ゆっくりと呼吸を行い、１箇所に
20秒程度ゆっくりと伸ばしましょう。

★温水プールでウォーキング
　 水温30℃のプールにはウォーキング専用コースがあります。
水中歩行は関節の負担が少ないことが特徴です。

○ ウォーキング＆ストレッチ 【40分間】 
毎週金曜日　13：00～13：40 
施設利用料 ＋ 400円 
水中ウォーキングや水中ストレッチ
で関節や筋肉を大きく動かしていき
ます。

★ウォーキング要素の入ったスタジオレッスン
　 「エアロビクス」はウォーキング要素を取り入れた、みんなで
楽しく運動ができるレッスンです。

○ はじめてのエアロビクス 【40分間】 
毎週火・木曜日　11：50～12：30 
施設利用料 ＋ 300円 
ウォーキングの動作を多く取り入れ、
エアロビクスの基本動作をしっかり
と楽しく行います。

○ エアロビクス～燃焼40～【40分間】 
毎週水曜日  14：10～14：50　毎週土曜日  14：00～14：40 
施設利用料 ＋ 300円 
ウォーキング動作にエアロビクスのステップを加えて楽しく体を動
かしていきます。はじめてのエアロより動きの種類が増えます。

レッスンの受講が初めての方でも安心してご利用できます。

寒い日や雨の日は室内でウォーキングしま
せんか。ご自分の体力に合わせて、速度や
傾斜をコントロールできます。ウォーキン
グ動作の他にも股関節を大きく動かして行
う有酸素運動マシンも多数あります。

★トレーニング室でウォーキング
　 トレッドミルやクロストレーナーなどのマシンでウォーキング
ができます。

あぐらをかくような状態で
行うストレッチ

できる方はそのまま前屈しましょう。

片膝だけ伸ばして行うストレッチ
無理のないところまで
前屈しましょう。

トレーニング室で気になるところを引き締めませんか

運動不足を解消しませんか 体育館（アリーナ））

マルチヒップ

ボールトレーニング
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さんさんサンレイク

※催し物は変更、追加及び中止することがあります。
   あらかじめご了承ください。

※ ・・・さくらホール ・・・多目的ホール

催事名 会場

2月の催し物

問合せ　☎092-681-3131　博多中央幼稚園

1
(日)

ピアノ発表会
問合せ　☎092-621-8502　竹山ピアノ教室

8
(日)

7
(土) 問合せ　吉塚ゆりの樹幼稚園

☎092-621-1055

ゆりの樹ミュージカル

第36回　なかよしみんなの音楽会
午前の部 10：00　午後の部 13：00

11
(水)

第49回　なかよしみんなの音楽会

14
(土)

問合せ　粕屋町婦人会
☎092-938-2106　伴

女性のつどい
受付 13：00　開会 14：00

問合せ　日本アーティストビューロー
 ☎06-6976-6681

15
(日)

第27回
フリューゲルピアノコンチェルトフェスティバル

「夢コン」

開場 9：30　開演10：00

催事名 会場

3月の催し物

問合せ　福岡響ウィンドオーケストラ
☎090-9077-7812

7
(土)

第14回定期演奏会

開場 15：30　開演 16：00

15
(日)

22
(日)

29
(日)

1
(日)

問合せ　 ☎092-681-1107　博多幼稚園

年少の部 9:30 年中の部 11:00 年長の部 13:00

講師　伊藤浩子
　　　津花幸嗣

(ボタンアコーディオン奏者)

問合せ　ふくおか健康友の会
☎092-651-1522

第9回すこやか春の文化祭

問合せ　スプリッツァー
☎090-4342-4220　大林

　　　 スプリッツァー
スプリングコンサート2015
開場 13：30　開演 14：00

問合せ　翔バレエスタジオ
☎080-2721-3160

第2回　おさらい会

Swing Street Jazz Orchestra
スプリングコンサート
開場 14：30　開演 15：00

入場料:1,000円

大人前売：1,500円(当日 1,800円)　
高校生以下：1,000円　※膝抱き幼児は無料
ご予約・問合せ　☎090-4900-0537　松浦

作品展示　10:30　舞台発表　11:00

～響☆音楽の夕べ～
演奏曲目：エル・カミーノ・レアル、
              ポルコ･ロッソ 映画「紅の豚」より他

ホームページは
□開館時間 9:00～22:00

9:00～21:00□予約受付時間
このページに関するお問合せは（℡931-3309）『サンレイクかすや』まで

2月2日(月)は、休館日です。
粕屋町　サンレイク 検索
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お知らせシリーズ

高齢者運転免許証更新バス利用のご案内安全安心

【問合せ】粕屋南部消防組合消防本部　予防課指導係　☎935-6389

【問合せ・申込み】粕屋町協働のまちづくり課　☎938-0173

いちいちきゅうだよりみんなを守る119

粕屋町では、平成27年度も「町内居住」・「70歳以上」・「高齢者講習受講済」で、自動車運転免許の更新をされる方を対象に、
町有バスで福岡自動車運転免許試験場までの送迎を実施します。町民の皆様のご利用をお待ちしております。

１.バス運行日
　平成27年　５月26日（火）・７月27日（月）
　　　　　　　９月28日（月）・11月26日（木）
　平成28年　１月26日（火）・３月28日（月）

２.集合出発の時間・場所
　・時間　午後１時50分
　・場所　粕屋町役場庁舎正面玄関

３.持ってくる物
　　運転免許証、高齢者講習終了証明書、更新手数料等
　　（概ね4,000円程度）

４.バス利用の手順
（１）高齢者講習の受講

　「高齢者講習受講通知書」に記載の自動車教習所に
電話等で直接予約して受講してください。終了後に
「高齢者講習終了証明書」が交付されます。

３月１日から７日までの１週間、春の火災予防運動が実施されます。なお、山火事予防運動も同時に行われます。

（２）バス利用の申込方法
● 役場２階の協働のまちづくり課へ直接又は電話で
申し込んでください。

● 高齢者講習実施自動車教習所のうち、近隣の「博
多の森ドライビングスクール」・「東福岡自動車学
校」の２校には、申込用紙を預けておりますので
受付で申込みができます。

（３）利用者の決定通知
●定員は25人です。（受付順）
● バス利用希望者が多い月もあります。余裕をもっ
て、早目にお申し込みください。バス代は無料です。

● バス利用者には、運行日の１週間位前に電話によ
り利用確認をしますので、申込時に自宅のほか携
帯電話等、複数の連絡先を記載してください。

◎火災から尊い命を守ろう
　　　　「全国春の火災予防運動」が始まります

住宅防火  いのちを守る  ７つのポイント
－３つの習慣・４つの対策－

※ 火災予防運動期間中、町内全域にわたり消防署・消防団では、防火を呼びかける巡回広報を行います。また、午前７時
と午後９時にサイレンを１回鳴らします。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

※ トラッキング火災に厳重注意（プラグの差込口のゴミを掃除機で吸い取りましょう。）、タコ足配線使用、コードをたば
ねての使用、コードに重いものを乗せるのは絶対にやめましょう。

　１.統一標語

　　もういいかい
　　　　　火を消すまでは　まあだだよ

　２.実施機関
　　 粕屋南部消防組合消防本部・南部消防署・中部消防署
　　志免町・宇美町・須恵町・粕屋町・篠栗町・久山町消防団
　　粕屋南部地域防災協会

３ つ の 習 慣 ４ つ の 対 策

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器等を設置する。
●寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
● お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体
制をつくる。

●寝たばこは、絶対やめる。
● ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する。
● ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火
を消す。

お
知
ら
せ
シ
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【問合せ・申込み】粕屋町健康づくり課　☎938-0258（健康センター）

健康かすや21通信40歳を過ぎたら特定健診を受けましょう
　みなさんは、毎年特定健診を受けていますか？
「別に何も症状ないし…」「健康には気を使っているし…」と受けずに過ごしていませんか。日本人の死因の60％を占め
る生活習慣病、なかでも知らず知らずのうちに重症化しやすいのが「糖尿病」です。今回は、特定健診を受診された方の
事例をご紹介します。

●Aさん（60代女性）

　Aさんは５年ぶりに特定健診を受けました。５年前の健診では、糖尿病の予備軍と指摘されて
いましたが放置していました。久しぶりに受けた健診で、血糖値が325（正常100未満）と大
幅に基準値を超え、緊急で病院を受診し即入院となりました。
自覚症状はありませんでした。現在は、インスリン注射（血糖値を下げる注射）にて血糖は落ち
着き、内服・食事療法を行っています。

　今回は大事に至りませんでしたが、糖尿病は心筋梗塞、神経障害、腎症などの重大な合併症を招きます。また、生活習
慣病（高血圧、脂質異常症、糖尿病など）のほとんどは、初期段階で症状がありません。気づいた時には病気が悪化して
いることが多々あります。（実際に初めて特定健診を受けた方の重症例も多いです。）早めに気づくためにも、40歳を過
ぎたら年に1回は特定健診を受けて、身体の声を聞いてあげてください。

【問合せ】粕屋町道路環境整備課　☎938-0198

環境ア・ラ・カルトくらしの環境

　日頃より、ごみの減量化にご協力いただきありがとうございます。
　粕屋町では役場庁舎裏にリサイクル置場を設置し、段ボール、新聞、雑誌、衣類のリサイクルを行っています。

　リサイクル置場のご利用に関しては、以下の点に注意していただきま
すようお願いします。

　○布団、毛布、クッション、カーペット等は出すことができません。
　○ 段ボールの中身（発泡スチロールなどの緩衝材）はすべて取り除き、
つぶして出してください。

　※ お菓子などの紙箱やティッシュの箱などは、紙類として雑誌の置
場に出すことができます。

　※リサイクル置場はごみ置場ではありません。
　　段ボール、新聞、雑誌、衣類以外のものは
　　絶対に出さないでください。

粕屋町役場リサイクル置場に関して

　✿ 粕屋町国民健康保険にご加入の方で、今年度 (平成26年4月～ )未受診の方は、医療機
　　 関で受診できます。（自己負担800円。平成27年３月末まで）

＜受診方法＞

　① 健康センターに「特定健診の受診券を発行してください」とお電話ください。

　　 （お名前やご住所を聞き取らせていただきます）

　② ご自宅に受診券が届きます。

　③ 同封の病院リストから病院を選んでいただき、予約の電話をしてください。

　④ 病院で特定健診を受診します。

　なお、役場庁舎裏のリサイク
ル置場は、曜日に関係なく 24
時間いつでも利用可能です。
　今後ともリサイクル活動への
ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

お近くの病院で受診できます
まだ間に合います 国保特定健診
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２
月
の
予
定

27
日
（
金
）
入
会
申
込
み
（
会
費
納
入
）

　
及
び
芸
術
祭
出
品
・
出
演
申
込
期
限

泉
流
柚
須
の
会

　
第
42
回
粕
屋
町
文
化
祭
に
て
、
大
き

な
舞
台
で
泉
流
日
本
舞
踊
を
踊
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
大
変
貴
重
な
体
験

と
な
り
、
泉
媛
賀
花
先
生
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
、
日
本
舞
踊
を
学
ぶ
こ

と
は
大
変
意
味
深
い
で
す
。
違
う
国
の

言
語
を
習
う
こ
と
以
上
に
、
伝
統
文
化

に
は
そ
の
国
の
民
族
性
や
価
値
観
、
生

活
習
慣
な
ど
が
染
み
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
奥
の
素
晴
ら
し
さ
を
日
本
舞
踊
を

通
し
て
少
し
ず
つ
学
ん
で
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　
ま
た
、
舞
踊
の
稽
古
で
は
、
日
本
の

礼
儀
は
も
ち
ろ
ん
、
座
り
方
、
挨
拶
の

仕
方
、
お
茶
の
飲
み
方
、
着
物
の
着
せ

方
な
ど
外
国
人
で
は
普
段
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
初
め
て
の
大
き
な
舞
台
に
未
熟

で
ひ
よ
こ
の
よ
う
な
私
は
、
と
て
も
不

安
や
緊
張
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
出

番
前
に
舞
踊
の
順
番
も
分
か
ら
な
く
な

り
、
頭
は
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。

　
曲
が
流
れ
始
め
、｢
こ
こ
か
ら
か

な
？｣

｢

違
う
か
な
？｣

、
考
え
る
暇
も

な
く
手
が
動
き
始
め
何
と
か
踊
り
始
め

ま
し
た
。
客
席
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
ひ

と
つ
の
拍
手
の
音
を
聞
い
て
安
堵
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
人
の
拍

第
42
回
糟
屋
地
区
美
術
展

　
平
成
26
年
11
月
27
日
か
ら
12
月
３

日
ま
で
「
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
」
を

会
場
に
、
粕
屋
町
文
化
協
会
が
主
管

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
市
７
町
か
ら
６
部
門
に
２
０
２

点
の
作
品
と
無
鑑
査
作
品･

招
待
作

品
も
併
せ
て
展
示
さ
れ
、
近
隣
の
市

町
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
が
鑑
賞
に

訪
れ
て
す
ば
ら
し
い
作
品
を
堪
能
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
粕
屋
町
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
な
お
、
因 

久
氏
は
５
回
目
の
受
賞

を
果
た
さ
れ
、
無
鑑
査
の
認
定
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　
福
岡
県
知
事
賞

　
陶
芸
部
門

 

沓
脱

　
正
次

　
糟
屋
地
区
文
化
協
会
連
合
会
賞

　

　
陶
芸
部
門 

井
芹
　
敏
文

　
々
　
　
写
真
部
門 

藤
田
　
英
朗

　
糟
屋
地
区
市
町
長
協
議
会
賞

　
書
部
門 

松
浦
ま
ゆ
み

　
糟
屋
地
区
議
長
協
議
会
賞

　
工
芸
・
彫
刻
部
門 

福
間

　
雅
世

　
々

　
　
写
真
部
門 

因
　
　
　
久

　
奨
励
賞
　
日
本
画
部
門

 

吉
原

　
策
子

　
々

　
　
洋
画
部
門 

西
井

　
礼
子

　
々

　
　
写
真
部
門 

渕
上

　
　
徹

　
々

　
　
写
真
部
門 

大
野

　
　
忠

手
は
先
生
の
拍
手
だ
と
舞
台
の
上
で
も

す
ぐ
感
じ
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
後

半
は
勇
気
も
余
裕
も
出
て
、
最
後
ま
で

踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
舞
台
か
ら

降
り
て
、
す
ぐ
先
生
に
伺
っ
て
ご
挨
拶

を
す
る
と
熱
い
涙
が
あ
ふ
れ
出
て
き
ま

し
た
。

　
ま
だ
、
短
い
時
間
の
稽
古
で
す
が
、

｢

基
礎
を
固
め
、
し
っ
か
り
守
る
こ

と｣
｢

表
現
に
お
い
て
、振
り
だ
け
じ
ゃ

な
く
意
識
を
も
つ
こ
と｣

｢

心
を
表
現

す
る
こ
と｣

な
ど
の
教
え
を
忘
れ
な

い
よ
う
メ
モ
し
な
が
ら
、
特
に
『
音
楽

を
頭
で
聞
き
な
さ
い
。
耳
じ
ゃ
な
く
頭

で
聞
い
て
心
で
動
い
て
く
だ
さ
い
』
と

い
う
師
の
教
え
は
肝
に
銘
じ
て
お
り
ま

す
。

　
泉
媛
賀
花
先
生
と
の
ご
縁
は
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
、
よ
り
も
っ
と

日
本
文
化
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
皆
さ
ま
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

裵
永
珍
（
ペ 

ヨ
ン
ジ
ン
）

〈有料広告〉

各
種
団
体
情
報
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手
話
の
会
に
入
会
し
て

　
手
話
に
関
心
を
持
ち
、
手
話
の

会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ま

だ
３
か
月
足
ら
ず
で
す
が
、
先
日

忘
年
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
本
当
に
楽
し
く
生
き

生
き
と
し
た
姿
に
大
変
感
動
さ
せ

ら
れ
、
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
豊
か
な
笑
顔
の
表
情
、
目
の
動

き
、
指
先
で
の
自
己
の
意
志
表
現

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
の
人

た
ち
か
ら
見
れ
ば
か
わ
い
そ
う
だ

と
か
不
自
由
だ
ろ
う
な
ど
同
情
的

な
見
方
を
し
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

は
私
た
ち
の
勝
手
な
思
い
過
ご
し

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
も
っ
と
手
話
を
マ
ス

タ
ー
し
て
、
皆
さ
ん
と
自
由
に
会

話
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
つ

も
り
で
す
。
今
後
手
話
言
語
法
が

制
定
さ
れ
、
国
も
手
話
を
一
つ
の

言
語
と
し
て
定
め
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
活
動
中
で
す
。

　
ろ
う
あ
者
の
皆
さ
ん
も
障
が
い

者
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
趣
味
や

特
技
を
生
か
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
積
極
的
に
進
出
し
、
悔
い
の
な

い
人
生
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
念
願

し
ま
す
。

 

手
話
の
会

　
　
林

　
幸
久

子
ど
も
の
笑
顔
に

出
会
う
た
め
に

　
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ
い
本
を

届
け
た
い
。
子
ど
も
に
と
っ
て
読

み
聞
か
せ
の
時
間
が
快
い
時
間
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
常
に
前
向
き

の
姿
勢
で
あ
り
た
い
と
思
い
、
各

地
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
に
参
加

し
た
り
、
講
師
を
招
い
て
研
修
を

深
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
11
月
、

12
月
に
参
加
し
た
研
修
は
、
後
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

　
火
曜
日
に
は
粕
屋
町
立
図
書
館

の
ク
ラ
フ
ト
ル
ー
ム
で
研
修
し
、

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
専

門
性
や
責
任
感
に
つ
い
て
も
意
見

を
交
換
し
合
っ
た
り
、
練
習
を
重

ね
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
柔
ら
か
な
感
性
を
備
え
て

お
く
こ
と
の
大
切
さ
も
感
じ
あ
っ

て
い
ま
す
。

　
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

子
ど
も
の
笑
顔
と
出
会
う
た
め
に
。

●
研
修
の
あ
し
あ
と

11
／
７

　
中
間
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
地
球
は
動
物
で
い
っ
ぱ
い

　
講
師

　
あ
べ
弘
士
氏

11
／
10

　
県
立
図
書
館

　
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
人

11
／
14

　
原
町
公
民
館

　
親
子
で
楽
し
む
本
の
世
界

　
講
師
富
原
美
智
子
氏
を
招
い
て

11
／
15

　
香
椎
東
公
民
館

　
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト

11
／
19

　
メ
イ
ト
ム
宗
像

　 

０
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
人

た
ち
に
絵
本
と
お
は
な
し
の
世

界
を
伝
え
よ
う

11
／
30
　
柳
川
図
書
館

　 

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
へ

の
朝
の
読
書

12
／
１
　
ま
ど
か
ぴ
あ

　 

子
ど
も
が
読
み
た
い
本
と
子
ど

も
に
読
ま
せ
た
い
本

12
／
６

　
ア
ク
ロ
ス
円
形
ホ
ー
ル

　
朗
読
と
人
形
劇

 

ひ
ま
わ
り
　
宮
本
共
子

コ
ン
サ
ー
ト
の
お
誘
い

粕
屋
町
婦
人
会
主
催

　
　
　
　
女
性
の
つ
ど
い

《
心
も 

ほ
っ
こ
り 

コ
ン
サ
ー
ト
》

●
日
時

　
２
月
14
日（
土
）　
14
時

●
場
所

　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

●
演
奏

　 

ボ
タ
ン
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ニ

ス
ト

　
　
　
　
伊
藤

　
浩
子
氏

　
　
　
　
津
花

　
幸
嗣
氏

　
第
１
部
は
、
パ
リ
と
日
本
を
行

き
来
し
な
が
ら
演
奏
活
動
を
行
っ

て
い
る
伊
藤
浩
子
氏
の
ア
ル
バ
ム

「
桜
の
下
で
ラ
ン
デ
ブ
ー
」か
ら
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
を
演
奏
。
軽
妙
な
ト

ー
ク
と
粋
な
パ
リ
の
雰
囲
気
を
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
第
２
部
は
、
松
任
谷
由
美
の
名

曲
メ
ド
レ
ー
、
ジ
ブ
リ
映
画
の
テ

ー
マ
ソ
ン
グ（
と
な
り
の
ト
ト
ロ
・

天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
な
ど
…
）

　
楽
し
い
曲
・
懐
か
し
い
曲
を
演

奏
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
最
後
に
会
場
の
皆
様
と
一
緒
に
、

坂
本
九
さ
ん
の「
明
日
が
あ
る
さ
」の

歌
を
大
合
唱
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
１
時
間
30
分
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝

統
楽
器
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
音
色

を
心
行
く
ま
で
堪
能
し
て
く
だ
さ

い
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

※ 

開
会
前（
13
時
20
分
か
ら
）伊
藤

浩
子
さ
ん
が
出
演
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
放
送「
エ
ム
・
ム
ン
ド
」

の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。

※
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
、
ロ
ビ
ー

に
設
置
し
た
プ
ル
タ
ブ
収
集
箱
、

お
か
げ
さ
ま
で
12
㎏
の
プ
ル
タ
ブ

が
集
ま
り
ま
し
た
。
継
続
し
て
、

50
㎏
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

目指すところは、町歌の詩の心
町歌を歌いましょう

月の活活動動予予定
　11日（水）　お弁当つくり準備

　12日（木）　一人暮らし高齢者
　　　　　　 お弁当つくり

　16日（月）　あいさつ運動

月2
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＜有料広告＞

○ 

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
に
関
す

る
学
習
会
の
開
催

○ 

各
種
体
操
・
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
等

の
実
施

○ 

趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

等
の
実
施

○ 

健
康
診
断
受
診
の
呼
び
か
け
や
、

体
力
測
定
等
の
開
催
　
等
々

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
段
階
的
に
、

継
続
的
に
行
い
実
効
性
を
高
め
る
よ

う
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。｣

と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
、

今
後
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
定
例
理
事
会

　
日
時

　
12
月
２
日（
火
）　
10
時

　
場
所

　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
女
性
部
長
研
修
旅
行

　
日
時

　
11
月
19
日
〜
20
日

　
場
所

　 

中
津
・
別
府
方
面

　
今
回
は
、｢

官
兵
衛
ブ
ー
ム｣

に
あ

や
か
り
、
中
津
城
・
黒
田
官
兵
衛
資

料
館
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
中
津

城
は
、
中
津
川
の
河
口
に
築
城
さ

れ
、
堀
に
は
海
水
が
引
き
こ
ま
れ

て
、
今
治
城
・
高
松
城
と
並
ぶ
日
本

三
大
水
城
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
５
８
８
年
に
、
黒
田
孝
高（
如
水
）

が
築
城
を
始
め
ま
し
た
が
一
時
中

断
、
１
６
２
１
年
に
細
川
家
に
よ
っ

て
完
成
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
大

半
は
奥
平
氏
が
居
城
と
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
２
０
１
４
年
に｢

軍
師
官

兵
衛｣

の
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
中
津

市
の
協
力
の
も
と
、
城
内
の
再
整
備

が
成
さ
れ
、
初
め
て｢

黒
田
如
水｣

の

石
像
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
黒
田
官

兵
衛
資
料
館
で
は
当
時
の
熱
い
思
い

に
共
鳴
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
め
ま
ぐ
る
し
い
生
活
を
過
ご

し
て
い
る
私
た
ち
は
、
今
回
の
旅
行

で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
同

時
に
、
お
喋
り
の
中
に
も
、
女
性
部

長
と
し
て
他
の
区
の
活
動
状
況
を
尋

ね
た
り
、
自
分
の
区
の
活
動
を
話
し

た
り
、
お
互
い
に
情
報
を
交
換
し
、

親
睦
を
深
め
た
実
り
の
あ
っ
た
旅
行

が
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
日
時
　 

11
月
21
日（
金
）

　
場
所

　 

駕
与
丁
公
園

　
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
当

日
、
体
育
指
導
員
に
よ
る
準
備
体
操

の
あ
と
紅
葉
真
っ
盛
り
の
駕
与
丁
公

園
の
周
回
コ
ー
ス
を
、
各
自
思
い
思

い
の
歩
速
で
歩
き
ま
し
た
。
一
周
さ

れ
た
方
や
、
中
に
は
半
周
で
戻
ら
れ

た
方
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者

１
２
５
名
皆
無
事
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て｢

健

康
寿
命｣

を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　｢

健
康
を
す
す
め
る
運
動｣

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
研
修
会

　
日
時
　
11
月
28
日（
金
）

　
場
所
　 

大
野
城
市
ま
ど
か
ぴ
あ

　｢

地
域
に
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
の
輪
を
広
げ
よ
う
！｣

の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
に
、
単
位
ク
ラ
ブ
と
し

て
の
取
組
は
、｢

先
ず
活
動
を
推
進

す
る
担
当
者 

（
健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
・
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
等
）を

決
め
て
、

11
月
・
12
月
の
主
な
行
事
報
告

3

4

定例理事会
　日時　２月３日（火）
　　　　10:00
　場所　福祉センター

高齢者学級
　日時　２月19日（木）
　　　　10:00
　場所　福祉センター

12

各
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☎

税
務
相
談
会

開
催
日
時
の
お
知
ら
せ

● 

２
月
16
日
（
月
）
か
ら
３
月
11
日

（
水
）
ま
で
の
月
曜
日
〜
金
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

　
粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員

　
税
理
士

　

●
事
前
予
約

　
粕
屋
町
商
工
会
ま
で

経
営
な
ん
で
も
相
談
会
開
催

　
税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰
り

等
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　
２
月
18
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

　
粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員
　
税
理
士
他

※
相
談
は
無
料
で
す
。
　

　
相
談
の
秘
密
は
厳
守
致
し
ま
す
。

平
成
26
年
分
の
確
定
申
告
・

納
期
限
の
ご
案
内

●
所
得
税
は
３
月
16
日
（
月
）

● 

消
費
税
は
３
月
31
日
（
火
）
ま

で
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

● 

融
資
額
　
お
子
さ
ま
お
一
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
以
内

●
利
率

　
年
２
．２
５
％

※ 
母
子
家
庭
ま
た
は
世
帯
年
収
（
所

得
）
２
０
０
万
円
（
１
２
２
万
円
）

以
内
の
方
は
年
１
．８
５
％
）

　（
平
成
26
年
12
月
10
日
現
在
）

●
返
済
期
間

　
15
年
以
内

※ 

交
通
遺
児
家
庭
、
母
子
家
庭
ま
た

は
世
帯
年
収
（
所
得
）
２
０
０
万

円
（
１
２
２
万
円
）
の
方
は
18
年

以
内
）

● 

用
途

　
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科

書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
敷
金
・
家
賃
な
ど

● 

返
済
方
法

　
元
利
均
等
毎
月
払

（
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
も
可
能
）

● 

保
証

　（
公
財
）
教
育
資
金
融
資

保
証
基
金

※
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能

※ 

詳
し
く
は
、Ｈ
Ｐ
（「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索
）、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
０
３

（
５
３
２
１
）
８
６
５
６
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
YOSAKOI かすや祭り実行委員会で
企画されたコーナーです

●
日
時

　
３
月
８
日（
日
）

　
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時（
予
定
）

●
場
所

　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
南
側
広
場

　
※
小
雨
決
行

　
※ 

駐
車
場
は
粕
屋
町
役
場
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
東
日
本
大
震
災
・
九
州
北
部
豪

雨
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し

て
始
ま
っ
た
本
フ
ェ
ス
タ
も
４
回

目
を
迎
え
ま
す
。
い
ま
だ
大
き
な

傷
跡
を
残
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
ら
の
災
害
が
私
た
ち

の
記
憶
か
ら
少
し
ず
つ
消
え
て
い

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

こ
で
、
さ
ら
な
る
支
援
を
続
け
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
災
害
か
ら

学
ん
だ
家
族
の
絆
、
地
域
の
絆
の

大
切
さ
を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め

に
、
本
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
家
族
み
ん
な
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
○ 

被
災
地
復
興
支
援
活
動
の
最
新
報
告

　
○
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　
○
子
ど
も
工
作
教
室

　
○
消
防
は
し
ご
車
の
展
示（
予
定
）

　
○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
○ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
和
太
鼓
・
ダ
ン
ス
な
ど
）

子どもたちの和太鼓 子ども工作教室

前
回
は
小
学
校
の
被
災
地

支
援
の
取
組
紹
介
も
あ
り

ま
し
た
。

かすやファミリーフェスタ絆２０１5
～東日本大震災・九州北部豪雨復興支援チャリティー～

前
回
は
小
学
校
の
被
災
地

か
～

飲食コーナー
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月の行事予定表２

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

3/1 2 3 4 5 6 7

健康相談
（健康センター、９時～12時）

ウォーキング日
（健康センター、
９時30分～）
町内をウォーキング（ど
なたでも参加できます）

親子オープンルーム
（健康センター、９時30分
～11時30分）乳幼児

SDD全国こども
飲酒運転根絶書道展
（役場ロビー、2/20（金）まで）

心配ごと相談
（福祉センター、10時～12時）
※依頼済の方は受付でき
ません。

人権相談
（福祉センター、
10時～15時）

行政相談
（福祉センター、
10時～12時）

古文書解読講座
（粕屋フォーラム、
13時30分～15時30分）

マタニティ
栄養教室・相談
（健康センター、13時～）
前日までに予約してください

赤ちゃん相談
（健康センター、13時～15時）
１歳６か月までの希望者（前日
までに予約してください）

(ヴィラのぞみ愛児園、
10時～11時)
体操のお兄さんと遊
ぼう（1・2歳児対象）

(大川保育園、
10時30分～12時)
２月生まれ誕生日
会・カレンダー作り

(ヴィラのぞみ愛児園、
10時～11時)
木のパズルであそ
ぼう

上映会
「カサブランカ」
(粕屋フォーラム、
14時～)
※詳細は図書館だより参照

雑学セミナー
「また、あなたと音楽の
はなしをしましょう」
（粕屋フォーラム、
14時～15時30分）
※詳細は図書館だより参照

飲酒運転根絶町民
運動の日

古文書解読講座
（粕屋フォーラム、
13時30分～15時30分）

(青葉はるまち保育園、
９時30分～10時30分)
室内で一緒に遊ぼう
（わらべうたなど）
※要予約

（建国記念の日） 10か月児健診
（健康センター、
13時00分～13時45分）
平成26年４月生まれの児

交通事故、
犯罪などの住民相談
（粕屋町役場、10時～12時）
２階　防災会議室

(大川保育園、
10時30分～12時)
0，1歳児day

（仲原保育所、
10時～11時30分）
リズム・つながり遊び

心配ごと相談
（福祉センター、10時～12時）
※依頼済の方は受付でき
ません。

２歳児歯科健診
（健康センター、
13時～13時45分）
平成24年10月生まれの児

（中央保育所、
10時～11時）
マラソンごっこ

歴史講座（第4回）
（サンレイクかすや、
19時～20時30分）

(粕屋わかば保育園、
10時30分～12時)
運動あそび

(ヴィラのぞみ愛児園、
10時～12時)
体操のお兄さんと
遊ぼう（３・４・５歳
児対象）

４か月児健診①
（健康センター、
13時～13時45分）
平成26年10月生まれの児

(大川保育園、
10時30分～12時)
わらべうたあそび

（西保育所、
10時～11時）
身体を使って遊ぼう

(ヴィラのぞみ愛児園、
10時～11時)
わんぱくキッズ
（ボールあそび）

３歳児健診
（健康センター、
12時50分～13時45分）
平成24年1月生まれの児

(青葉はるまち保育園、
９時30分～10時30分)
絵本・紙芝居を楽しむ

粕屋町福祉の日
（役場ロビー、10時～15時）
※障がい者団体のバザー

４か月児健診②
（健康センター、
13時～13時45分）
平成26年10月生まれの児

(粕屋わかば保育園、
10時30分～12時)
おひなまつり作り

１歳６か月児健診
（健康センター、
12時50分～13時45分）
平成25年７月生まれの児

交通事故、
犯罪などの住民相談
（粕屋町役場、10時～12時）
２階　防災会議室

(大川保育園、
10時30分～12時)
ひなまつり製作

ひな人形づくり教室
(粕屋フォーラム)
※詳細は13ページ参照

第８回軽スポーツ
大会
（かすやドーム、
９時15分～12時）

パパとママのたまご
学級（両親学級）

健康相談
（健康センター、９時～12時）

ウォーキング日
（健康センター、
９時30分～）
町内をウォーキング（ど
なたでも参加できます）

親子オープンルーム
（健康センター、９時30分
～11時30分）乳幼児

心配ごと相談
（福祉センター、10時～12時）
※依頼済の方は受付でき
ません。

行政相談
（福祉センター、
10時～12時）

古文書解読講座
（粕屋フォーラム、
13時30分～15時30分）

(中央保育所、
10時00分～11時)
おひな祭り会

（仲原保育所、
10時～11時30分）
雛祭り

（西保育所、
10時～11時）
おひな祭り会

(粕屋わかば保育園、
10時30分～12時)
リズムあそび

(ヴィラのぞみ愛児園、
10時～11時)
体操のお兄さんと
遊ぼう（１・２歳児
対象）

(大川保育園、
10時30分～12時)
３月生まれ誕生日
会・カレンダー作り

(ヴィラのぞみ愛児園、
10時～11時)
わんぱくキッズ
（ボールあそび）

上映会
「ホタル」
(粕屋フォーラム、14時～)

　…子育て支援イベント

広
報
か
す
や
は
、
再
生
紙
を
使
用
し

廃
液
を
出
さ
ず
、
環
境
に
優
し
い

「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。
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